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１．花粉量の時系列的推移

1980年代ごろからの、４地域でのスギ花粉数の推移

時系列的に増加傾向がみられ、90年代ごろから波の振れ幅が大きくなっている
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２．雄花量の地域分布

雄花着花量の調査による、全国の雄花数の分布

地域による大きな偏りは見られない

(九州の事例調査地点が少ない)



3．人工林の齢級と花粉量

雄花量は、スギの標準伐期齢以降明らか
に減る傾向は認められない

収穫期に達したスギ林を伐採利用することは、花粉量を減らすために有効
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花粉量を予測するための
調査事業（林野庁・環境省）

①雄花量の判別方法

研究基盤整備
（森林総研）

４．研究開発の現状1

ドローンによる写真データ
を活用する！

グリッド化



花粉量を予測するための
調査事業（林野庁・環境省）

①雄花量の判別方法

②雄花量の地域性

③AIを活用した
雄花量の多い林の条件の探索

研究基盤整備
（森林総研）

☞ゾーニング手法の開発

４．研究開発の現状2
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